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1．Android＋FPGA 
接続システムの概要

● ユーザ・インターフェースとしてのAndroid
　そもそもFPGAとAndroidがつながることで何が
うれしいのでしょうか．それはFPGAのユーザ・イ
ンターフェース（以下UI）開発において，非常にリッ
チな環境が安価に手に入るということでしょう．
　FPGA開発において製作ボードにどのようなUIを
備えるかは悩みの種です．開発工数を掛けて立派な
UIを作るか，もしくは高額な既製品に頼るかに選択
肢が分かれるでしょう．例えばタッチパネルLCDを
備え付け，苦労してドライバを用意し，フリーのフォ
ントを探し，幾重にもテストを重ねるのか，はたまた
それを避けるために高額なプログラマブル・タッチパ
ネルLCDやPCを購入するのかなど，なかなか良い具
合の選択肢が見つかりません．
　Androidは携帯端末として2009年に販売されてか
ら4年近くが過ぎ，2013年には全世界で9億台の端末
がアクティベーションされています．その中にはユー
ザ用途に合わせた様々なサイズの端末があり，その 

多くが非常に低価格で販売されています．例えば
Nexus7というGoogle公式の端末は7インチの画面で
2万円を切る価格です．別の端末では，現場使用向け
に耐久性の高いタブレットなども存在します．アプリ
ケーション開発環境は無償で提供されており，グラ
フィカルなUI開発環境が備えられています．また
AndroidはiPhoneと違いUSB Host機能をオープンに
するなどしてArduinoといった外部電子デバイスとの
連携に積極的です．Androidはユーザに親しみやすい
リッチなUIを備えており，なおかつ安価に手に入る，
FPGAのUIとして考えてみるととても良いツールで
あると言えるでしょう．
● システム全体構成
　ではどのようにしてAndroidとFPGA間をつなげ
るのかについて，全体構成の図1を見ながら説明しま
す．UI部分に当たるAndroidのアプリケーションは，
FTDI社の提供するd2xx.jarを経由して，Android
が提供するUSB Host APIというフレームワークを 
介しUSBデバイスにアクセスします．Androidと
FPGA間 に はFTDI社 のUSB-FIFOブ リ ッ ジIC FT 
240Xを使用し，非同期FIFO経由でFPGAへデータ
転送します．FPGA内での処理は第4節で詳しく説明
しますが，Androidで作成したアドレスとデータのパ
ケットをFPGAへ渡すことでFPGA内のバス空間に
直接アクセスします．FPGA内では，Avalon-STバ
ス・ブリッジがパケットを解釈し，Avalonバス上に
あるIPおよびペリフェラルのアドレスに直接データ
を渡します．
● USB-FIFOブリッジFT240X
　今回使用しているFT240Xは，FTDIのXシリーズ

（FT-X）と呼ばれるデバイス群の一つで，USB 2.0フ
ルスピードに対応し，EEPROMおよびクロック内蔵
を内蔵した完全なワンチップ構成でUSBインター
フェースを構成できます．FT240Xは8ビット幅の非
同期FIFOインターフェースを持つタイプで，FT-X

Android 本章の範囲

アプリ MainActivity

FIFO

USB

FPGA

FT240X

USB Host API

D2XX

Androidフレームワーク

FTDI公式ライブラリ

FPGA内の構成は
第4節を参照

図1　Android＋FPGA接続システム全体構成

スマホから7セグメントLEDを制御できる特集

第5章 FPGAのユーザ・インターフェースにAndroidを使ってみよう

　ここでは，Altera社製FPGAを搭載したFPGA評価ボードDE0-nanoとAndroid端末を，FTDI社のブリッジIC
を使ってUSBを介して接続する方法について解説します．前半はAndroid側のソフトウェアに焦点を当て，オリ
ジナルUSB機器の制御方法について解説します．後半はFPGA側のハードウェアについて，設計ツールQsysを使
ったAvalonマスタ・ブリッジの設計について説明します．
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